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蜘藤ll（その大部分／、1、歌／　紋岩1の基底照蒼ある）は，

その北聖部では，第5図に示しノたよろにシ照1麟灘緒）分

布地の弄蒙辺から中心に醜蓬かって低下する明瞭なこ盆婆犬を示

し．ている。騰／馨は叙玲鯉4（）1）撒で鱒るが塗　勧轡鮮の分布

地，贈縁辺部では，この流紋岩類を欠いて直葺　・護泥岩

が花嵐岩類と爲ヒ魁層群遷、擬っているところがある崇

　歌長流紋岩類は，大部分，流紋岩質の熔結魏弄ぐ岩かン

ブ
．．ノ
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ミ庫凝北眼響の趣、質　（松醸皿樹・坂本　 掌騨　！。跳す罫1雄）

なるカ§， 補郊に同織の轟灘天∫難／i麟驚肖経1零簸　／饗；羅・

凝灰岩および熔岩を伴な・ゲぐいる。

　熔彗　“疑灰叢鞍、糞黄隅色，　ぞ炎、、、、㌦色，　灰烈な　ノを糞書諜ほ考トな

岩1薦で努き醗下では軽雇臼　ンス隷繕二まかいガ’ラス片θ）ほ

か，Z英・斜長Z籍蟻、叢録など虞奮んでい撮滞とが議．餐

され．る。

　なお，鮮響嵐表の壕鰹式層序灘廷に示しノこように，歌　ぐ　ミ

　　　ゴ，湯谷礫岩§、靴の層序関係に．／類）て，～’、鳶，

より〆ねを、甲ドィいこくる部分を1雛も，ll鎗一みの部分を下部

よりTR註，丁置漏と寮けたQ　3　勲よそれほ；ど藻．窯の“翼よ

なく，　欄々の駒　疑iなどでこ孝気崎：）を塾／別するこ

し、曳イ・ため，貫藪酸図に／、欝寧せず夢 寸，簸し気ノ糞した。

　3）　渥薮楽i樂襲替薯讐

　照、、1　緯洋の中期ヨ層で磐）て雲照・総弩鞍洋分嶺誘毯鐙中・ぜ竃

部薫蔦／；◎閣 暴する貸下イ惚）歌長流紋春類（丁至劫顔瑠1二

li妾の填裟、柔，充分に霧覚響ざξきなかっノヒが，　一・ゐ部で／、　！少の

E螺凸をもった轡．黙崇ノよi弾1則　華妾してニレ・る。簾渉響キよ，雲懇5

図に・みられ茅ように，照鱗麟遙瀬羊分湧郭也の中心・に糞芝蔦かっζ1

　　　　　　　　　　　　　　むか
重聲ブくするの1幾、た層1夢、1黙は歪、轍岡村鷲£にL）1シ）艶25（）ミ鷺以1瓜

の厚．漆に達する。な、齢，ノ翻緊のソくきな部分ぱ，巌繭1寸近

から漂盤1か賜とメ難『かとにランi賊／一、てのび諾難

　この礫岩1鱒は，北／膨鱒群の安山；岩類・黒色泥岩お！lび

騰誘磯の荘i醐τ岩難1タ）蕪を三1擁オとし、て構／浅1されてし・るが，　1
l

l講の礫の大きさや礫翻）種欝iは，　題黛的にかなり差濤ζあ

る礁すな壌ち，1游禽事一・『騒響｛郵揺捜…は，　襲出落㌢影の径慧）岬

3ζ）c騰、大の・藤円脚瓢角1礫を・1ヒし肇これにし辱瞬摩　戯の講き

を混じ肉、る。　これより｝竃の1　拝 檜尾／｝1壌猛陵轄、一綬馨轡灘

鐙1礫が、　鴛ありさ1竃紅疋砦を無安li 燦　護の確は少ないpこ、二

では，毛釜／（／～3（短聡ソてのプ辱螺1慮角辮塗が多いが艶　と㎞呼 除釜

隻m大の、泥臨被擬膜丹竃懸転霧・則）1‘繋i楽のみ、ら数、ること1魂下メ海

談た，南頚鯵）率、t岡一 ブ　　i寸近お、よび購玉薦畑イ寸1盤では睾以

　i二と繋なつて争一・1投鱒1、蒙色泥磨韓＞径瓦（〉～烈k照プての角礫

が’／勢で、1うる1餐i）。　し／かじ雛闘一　谷｛爺幾属費は，

岩礫を1．とする礫岩中に，安1．1。1岩礫の多い礫岩が1、劇さま

れ．ること浸ちる。塞た黛大谷付近の蕎llぐぐごは，この磯き潜

中に径／膿大の流紋岩礫が混じってい磁⇔

　以 紅のll樂黛報よ宰、可・ずオもも，き藩．〉めて蓉麟太貰罫、悪く，丁大ン卦

グ）礫が雑然と入りまし湧，灘榊摺饗、難嚇醗さない（i灘1

版嵐壌）餐礫間の蓑、！l質1、1ミ，北半部では灰細）こ爲

く，南半商堂讐は，、1、、煮聡姦疏）翻げ鰯i樂なレ・しその分鱗殺㎡、　1隻三

質物1である。　また警　　　　1振ま韓喉幾一はき礁密中に角1傑

を含擁，だ溌激交毒葭　　灰ナ潜／・澱　（穫誕さ　3～5燃）　ズ2蒐はさま才し

注／）村人の、灘こ、／譜、ば，／随1藤i卜1、、護峨鋤難』嶺1

　　化石をメ醗1／たというひこ舞は筆ぞの／熱出耀，1、延の！姦

　　i藻から曝て象黒藤、泥密礫の中から謹i窒したも）鴛1、髭！、

　　わ尋僅，る祭

　論。 　i鷲ぐ聾猛て翼ま（』瞬新1漸鰍ll／駈 誘姦ノてきヌ鋸㌧叡’るように），

／礫1憲と流紋岩質重暑繍裕　1獲霧ぐ一rRシs）がそれぞれ播酬黛⇔

聡ごとの1禦、さを慈　ンて互蟻歎レゼ）。　，　鋳議牽　藝よ撃その

蟹霧舞犬態からみて墜i歌，疑’㌶嬉類フ渉麹．llに1率なう沈降と

闘き濃山，織の崩嬢に、、／こって欝㌶敦に運び玉撫冊オ徴荘豊積し、たゴ絵鐘ミ

ないしは二i需鷲漢馨莱‘ひ耀磯物煮報鍍剛されるひなお，その薮

時茅講ヒ欝博ではマ雛醗澤　葦1，中灘‘では北僚，欝器羊ヂ部／の火山繋義

騰多南1鄭ではi溝場総1二瀬欝鐸、、色泥／瓢，麺）拳薄成す飾il戯妻、

が肇欝の窪　響な供糸窪溺1（ヒ／／［て存・蕪1曜／たので婁　）うQ

　4）　繍郵
　　奪騒／，教葺調査践1．。1、ダ疑誘許纈のうも肇麟照※1村」・i妻、域（桐岡

　補1疑冒繍近）や曇銃 端t岡付言猛軽二1ごく発遵塁〆ている。下

イ立の湯谷礁潜聴『》らは，3　1部に5～！（）董鷲篤罵の1獄餐菰砂

霧層ない！－峯灘礫、齢穣1をはさ凶ノで整脅に麹化するむこの歪

での；客葬iの変化1よ，かなり1麟瞭で解撮〉“、瀞た，地域瀬繭∫

断窯　　この、、戯慧／鱒力ζ，毒帯しいli樂繕評難菱曇謹誉蓼之愛二となく，

篠盤（灘血撫層棄爆）の1二に欝醗i象な！）ている。「

　二本麟韓二皇灰色～欝蓬蝕を獄す為シルト薬薪讐を憲とし、，

・二れに疑／ぺ質の海購、11砂漉拝、鄭う輝　くは黍諏れ．た湛麟犬闘）灘ヲ辮

　を薮するこ二とが多い。シルト岩層は，軟弱でくだけ契）す

い、きまた、勢くの部分一　1二，細かいラミナ、垂　い／…血伏の

　　馨が転　し／騨　　う釘く暴；がれ玉　／筏・。；拠玄襟部α隣、鐵一一

楡鍵翼諭近1で韓ミ，纏舞，秘で篤嘆ζのシノレトを護三としてレ・る。7餐
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難
奉

難

懸

蝿

蒙

餐

燃

轍撚

　　灘
鰯購韻灘

購

灘

　　　　　灘鰍　　　　　蜘
　　藁　　　　覆

／灘織難獺、讐
　鑛　　　　購
　　難鎌，灘馨　難欝議

簸灘灘
　　　、　　　灘
　　、華1嚇

　　　　　簿

轍灘．雛
　　　　灘1　　羅紳

i瀬　1 爲聴（

　　　砺晦
懸
撫

灘

覇購

繋
．

難　騨
獣‘X　守膨

　　繍

鱗

受　馨

懸

轄

難

5…く祭き）



　　　　　　　　．纈、“耳調繋譲搾？素！報　（第劇7毯　葦窮2讐う

　　　　　　　　　　　　i　芝2　　灘ゴ鋳　　　鐸奪転餐讃妻ソて谷縫憂t）

欝中には，中ま士　購餐．曙寸近で，、繊領じ岩質の1購撃1（／　叙）

～童（給凱）　を指ヂ　　　　　≦之！・1蓉か多　各燐ギξi蟹色糸頃料二｛ハ

轟聾疋楚脅専麟や彰羨フ蕎質　．／閥婆蕎1鱒（たとえば蓉舞i峠君玖、1・鯛の

1，蒲切場など）をはさ擁、ノでい

　講縄警慧．巻鰻のラン看∫超購柔，一 磯受に碁湯蓑に賦力｛る総藩慰斜i也を

囲）くっ（いる沿また，そ跨地、∫戴ぱ1鞠騨に中辻・呼，

嘆1　、薬お玩でみ、られ鐙；；うに，潔くしい凝蟹す’＼り薄ζ機　誉す

為．1也域，となつて㌧・る導、二れは，二餐∫轡が軟襲1獄シル1ザ擬を

／む体としノて藩鷺り婁堆くを懲・風ノで滑三i勢し穫すいこと／こ走建因す

るもグ）で，あろら。　ド漢潜1鱒渉蒲／々の　 霧1℃彊くす廼漬1貢イ頃

斜はきわめ誓f繍、則』あり，数螢をへだててr葱．ぐし，

本1響が；大き撮ブ欝　・ソク曽一柵．妻．むいて丸・るこ二とを、よくポ乏ノ卯ごし・

る⇔

　5）　、ヤ

　講蕊　　褻，その分看∫の、、紅部でξ、糞下イ　）霧樂盤｝撃讐と 1位の火

山岩響との問にはさまれて，秋岡か’実山にいノヒる聞．

矢狂1絹ぞいに狭く講出毛．ている⇔　北方の嚢来l／／翻1と

尋、よ，纈／潔こ／よ紡賛鴻、ないカζ，　聾灘層捧裂の．『窮1であ　ろ⇔携ざ

は淑）濃内外である。

　葉火犠／銀i薯では，葺本層のき癬　ご・みらオL塁聾轟｛／獲響鷺嚢樂轡の碑ド

イ㍍にも，筆鷺1、1藩｝繋匙の　1灰鶏辮1購、、ご癒と瀕『火出摩　　（畿

、熟麟蟄こは季公犠繋岩」〉ll箏探唇あ艇））が方擁∫しゾζ：～汁る。灘．、疑

1獲／緩砂雄を1譲躍署穫，1、套勢爾かでは寿1．蕪火lliず揖縄の1熱骸こはさ業

、隷、，1尖1威してゆくものと癬、、竃される。

　1彗鼓強き激葦もに彗星　£ない／〆凝／獲齪グ）窒臓’鏡牌ll1窒館沙景垂

を難とする。　下蔀で1よ軽茎f／セの畢い礫肇拳（安濱1犀　力径

蓋（）C撒ソくぜ）1離角、礫ゆ講　這り、馨露遜せず／こ駕諜））を穏二さ凱す。

イ礫禁1のはさみ、は，一i二乃ヤ＼’・なくなり雲ll葦擁堂蕎轄ミ経矛1鷺な

v・し／勤隠備む　1難の㌔．1こっき導1炉ノた餐！雛～申就躍1憂（普歪鍾，

不規則なク資スラミナがみ穿．）れ葛が，摩い砂嚢層は塊

耳犬で，　癖馨ゐζま韓fρ　に二牧る）　を窪三とし，　ll鬼考犬σ灘経灘鑓質レ～疑1死

；1擬1馨をはさな3二回こなる。　翫期シ　　よ，　、、慕’異、甲灰趣、一鎌、毯

のシル／・繋｝薄彗為1がはさま才しるゆ

　爺）　響1、獲穿く1．舞漿群、．1

　郵裳聡縢懸羊のヒ部薮で占め鶏1本麟ヤ嵐，叢周黎趣、圭或の憾麟本に著つ

たって分布するが、とくに購半部で！学、く都茎しているp

y癒難』難三で韓二要　霧選と聡葦…、1㎜巽　 1鶏イ系にあり洋一飢薙翼よ碧謬農

中にはさまれ，イ紅はその．L｛立に一薦1なつて㌧・る箒I」さは，

1護薄罫響，．／嚢ヅて糸勺敦）o識に　こす曇）Φ　軍穴鱒以翻の矢田州嚢豪

流部（小代谷）で・み鈴れる火1鱗類は，松脂岩および著

しく変質して緑色化しノ安μ、礁質の凝灰角礫岩からなっ

ている嘗　これは，蔚述の茅灘　欝　／捲寺礫岩繍の下位

にご1、）た）覇三∫であるo　秋i議1，以…蕎で尋よ，潔聾きらく．懸ラ鋒浜蒙｝

層・湯谷礫岩瀬（あるいは歌長流紋岩類も）の層準まで

の鐸、騨嶺嚢　）ほ／潔全f事が凝山岩質の火山こ1薪漢窺に」こ喋〉て占

め欝搬，て誓・る蓑矯綴強オ§癒ノる注2〉Ω撃l！野羨斑！更質、蒼少薫韓礫ぎ器麟

、より、1ン泣と下イ立とグ〉火lll薮灘一建鱗編係に／）い曽ては，　まだ充

分・に／　燭欝し．ていな㌧・。

　騨穏旨；岩1はおもに1毅艮げ癬質，灰角礫繕｝か）なり，ご。

れに熔岩をはさ凶』ざいるカ§，一・部（秋1鱒北艀鍵グ芳ナ嚢菱で寸近

雌冨“嶽パ牛がi峯山麺編嘆猛）では驚∫i英蜜出∫癬賢1の欝防ンもあ

選）購一略資にヲ2韓騰汐）ジく1籍雛翼よ，．鞄嚢紹輯鵬ぎト｛部のも1フ渥こ嘱較

べ，　芝質1’嵐琵驚く／潟宏饗漁肇ごあるが，糞獣震／l犠蔚荒膏1玉警孫’雄編

よ1り上流の窪、遜1咽ぞいなどでは，／獺‘的に著い話変質を

）け，緑色イヒして裕・る。調配地耀竃を葎1にキよグれ，たタ韻1 U　l　l

δ　一（敬ゲ）

注2）　、1，》翼漢県．舞鐸峯で，，み

　　理　髭勝む露または

　　礫を：／三材とす萄／フ、、

　　ぴ）！無と義ノくど懐≧｛事渉ζ，

　　業薄薦黛され、て いる磐

ちれる！羅、来鶴誉羊は，　慧墾正驚曇郎に1縫

’！礫岩欝1，と妻繊・麟1ノた、1、巽ヤ色疲1￥二｝角

．　をノ」・ジ凝雛聾こ彗爽論三するほか，　そ

　類繋1、王質の火山露類に、よって



　　　　　　　　　　　　　　　　　毒機簿壌亨鶏「護蓑癬巽第ダ）ヌ燦髪1　（1，　／多

1謡瀧羅シ蕎尋よ，　、二鍵）、火謹穀肇｝タ轡婆f一鍵曳・壕ご肇溌落を景粥蓼i驚う縫塁、を．ノkl、』ぐ

二1欝リン　ぞ二一4）イ寧測勤陣誉ξよ3　2紅、ゾく藷1擁　重軽いに二福セ魏よIJ・誉～fづ鋒選台1粕．，

葦
κ
獄

嚢シ、卜撰膜に罷’、脊申である潔3〉⇔

　本、火μ潔，、濁グ）1．＝鯵をなしている安撚．1竃、｛　や／際韓）

』講顎グぐil睡樂奥繍壽藩酷幡二，　羅ヤ撚『論、警池蓑．ζぞ　　，　！　ド　　　i響1、、．ノ

煮こ離鷺　ご1濫寮警タ、ll雛濠｛　　　夢　i　嶽為旨、｝、塗　　δ鱗激悲　菱　1～甦’…雛
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　墨。簿・諺　湯谷礫岩層
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岩礫を，檜尾地区では花醐岩礫を，相．騰，大谷地区では
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　墨．雛，虞　 懸講鴫魁＝岩層
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